
将来人口の推計
・地区の将来人口を推計すると、年々人口は減少し、平成32年には1,484人、平成42年には1,247人となると推計されて
います。

・65歳以上高齢化率も平成32年には35.7%、平成42年には38.1%になると推計されています。

② 地区の人口
・地区の人口は1,763人、世帯数は634世帯で、町全体の
人口の8.6%を占めています。
・年齢別にみると、「0～14歳」が232人、「15～64歳」が
1,013人、「65歳以上」が518人で、65歳以上高齢化率
は29.4％となっており、町全体の高齢化率29.6%とほぼ同
程度になっています。
・人口ピラミッドをみると、男性も女性も「60～64歳」が多く、
年々少子高齢化が進行しています。

篠島地区の概況

篠島地区の主要課題 まちづくりの目標

人口・世帯の状況 （平成22年国勢調査） 出生数の推移

篠島は伊勢神宮に奉納される“おんべ
鯛”や“しらす・ふぐなどの海の幸”で知
られ、近年では、名古屋城の石垣の採
石地としても注目されています。しかし、
多くの観光資源に恵まれているにもか
わらず、観光客の減少が続いており、
観光の新たな展開が求められています。

観光業とも深く結びついた水産業にお
いては、後継者の不足などから水揚げ
が減少傾向にあります。篠島の活性化
のために、基幹産業である水産業の活
性化が重要な課題となっています。

課題❶ 観光業の活性化

課題❷ 水産業の活性化

観光船の運航ダイヤにより半島側への
通勤が難しい状況であるとともに、島
内に若者の働く場が乏しく、若者が島
外に流出しています。若者が島に住み
続けられる環境づくりが求められてい
ます。

課題❸ 若者の定住促進

篠島の自然の中で子ども達が遊べるよ
うな環境整備が求められているととも
に、高校生になると島から通学すること
が難しくなることから、子育て・教育環
境の充実が求められています。

課題❹ 子育て・教育環境の充実

篠島の風景を楽しめる散策路を整備したり、篠島パークゴルフ
場跡地を活用した新たな観光資源を作り出すなど、篠島ならで
はの自然と歴史を生かした観光の島をめざします。

篠島の水産物等の地域ブランド化を図るとともに、漁業関連施
設や倉庫などの整備、篠島漁港の老朽化対策を進め、水産業が
活気のある島をめざします。

地場産業の活性化や福祉施設の整備などを通して雇用の場を創
出したり、通勤・通学できる環境整備を進めるとともに、子育て
支援の施設整備や子どもの居場所づくりを進め、若い人が暮ら
しやすい島をめざします。

目標 1
自然と歴史を
生かした
観光の島

目標 2

水産業が
活気のある島

目標 3

若い人が
暮らしやすい島

高齢になっても篠島で住み続けられるように介護施設などを整
備するとともに、いざというときにきちんと避難できる道路や避
難所を整備し、いつまでも安心して暮らせる島をめざします。

目標 4
いつまでも
安心して
暮らせる島

① 地区の概況
・篠島地区は師崎港から高速船で約10分のところにある漁業と観光の島です。
・最近は、島の歴史や伝統的な行事を保存・継承する活動が盛んで、観光ボランティア
ガイドのグループも結成されました。
・篠島は伊勢神宮とのつながりが深く、毎年３回、島で獲れた鯛を塩漬けにした「おんべ鯛」を献上しています。また、篠島の神社
の遷宮は、伊勢神宮の式年遷宮で、それまで伊勢神宮のお社に使われていた古材を譲り受けて行われています。
・地区内には海水浴場があり、海の管理釣り堀「篠島釣り天国」もあります。
・島内には名古屋城築城の際に加藤清正が切り出そうとして放置されたと伝えられる「矢穴石」が数多く残り、その一つが名古屋城
に寄贈され、展示されています。

計画の趣旨

策 定 経 過

この計画は、地区の皆様とともに、法規制や財政の制約にとらわれず地域の夢をのせた将来像を描いたものです。
ひとつでも多くの事業が実現できるように地域と行政が力を合わせて取り組んでまいります。

地区住民会議を３回開催しました。　第１回　平成24年11月27日『地域の課題を考えよう』
　　　　　　　　　　　　　　　　第２回　平成24年12月18日『地域の振興計画を考えよう』
　　　　　　　　　　　　　　　　第３回　平成25年　1月24日『地域の振興計画案の仕上げ』
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篠島地区も例にもれず高齢化が進展し
ていますが、島内には介護施設がほと
んどなく、診療所も常設ではないこと
から、介護・医療施設の充実が求めら
れています。

課題❺ 高齢者支援の充実

篠島はこれまで津波被害にあった記録
はないと言われていますが、今後どの
ような被害が起こるかはわかりません。
島内の道路は狭く、様々な設備も老朽
化していることから、災害時に備えて
整備していくことが求められています。

課題❻ 災害に強いまちづくり
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1 自然と歴史を生かした観光の島

主な事業・取組 ハード面を中心にした事業等 …住民会議等で提案された事業・取組 …既存計画で位置づけされている事業・取組

観 光

3 若い人が暮らしやすい島

若者の雇用の場の創出
・新堤防周辺に味付けのり工場、篠島小学校跡地に介護・子育て支援施設などの福祉複合施設を整備

したり、漁業・加工などの体験型観光を充実することにより、若者の雇用の場の創出

観光船の充実
・名古屋市への通勤や半島側の高校への通学を可能にするため、通勤・通学時間帯の観光船の増便や、

生活者や観光客にやさしい運賃の値下げなど、観光船の充実に向けた検討

・住民同士の海上タクシーの乗り合いの仕組みづくり

週末居住や二地域居住の促進
・市民農園や散策路の整備などを通して、週末居住や二地域居住による定住・交流人口の増加の促進

子育て支援のための施設整備
・篠島小学校跡地に、避難所も兼ねた保育所・幼稚園を、介護支援施設などと合わせた福祉的な複合

施設として整備

市民農園・産直施設の整備
・篠島パークゴルフ場跡地に、子どもが自然体験・農体験でき、お年寄りなどから農業を学び、野菜

作りができるような市民農園・産直施設の整備

雇 用 創 出

住 宅 整 備

子 育 て 支 援

4 いつまでも安心して暮らせる島

介護支援のための施設整備
・いくつになっても島内で生活できるよう、篠島小学校跡地に、避難所も兼ねた介護支援施設を、

保育所・幼稚園などと合わせた福祉的な複合施設として整備

避難所の整備
・篠島小学校跡地に、保育所・幼稚園や介護支援施設などの福祉的な複合施設を整備する際には、

避難所として活用できるように整備

津波一次避難場所及び避難路の整備
・高齢者や車いすでも安心して避難できるよう、避難路の拡幅や舗装の整備、草刈り等

・身近に避難できる新たな津波一次避難場所の整備

・避難しやすいよう、避難場所や避難路を示す案内板などの設置と住民への周知徹底

建物の不燃化の促進
波返しの延長
・観光を意識し、景観に配慮した波返しの延長整備

主要町道の維持・改修
・安全に通行・避難できる主要町道の維持・改修

高 齢 者 福 祉

防 災

道 路 整 備
2 水 産 業 が 活 気 の あ る 島

水産加工業や漁具庫等の漁業関連施設や倉庫等の整備 ／　　水産業振興ゾーン
・地域ブランド化した加工食品などを製造する施設や漁具庫等、水産業の関連施設の整備

篠島漁港の老朽化対策　・漁師の方々の声を取り入れて、老朽化した篠島漁港の整備
篠島の海産物・加工食品のブランド化 （　　自然資源を生かした水産業の振興）
・日本一のしらす、県内一のふぐ等に、“篠島”のタグをつけ、“魚介類の島篠島”のＰＲ
・味付けのりなど篠島の水産物の加工食品の地域ブランド化を図り、篠島の味としてＰＲ

水 産 業

散策路の整備 （　　散策路の整備）
・篠島の自然・景色、歴史・文化を楽しみながら島を一周できる散策路を、ハイキングコースとして整備
・ハイキングコース沿いに、一休みしたりお弁当を食べたりできる休憩所やトイレ等の整備

牛取展望台の撤去と跡地の再整備
・老朽化した牛取展望台を撤去し、鳥居を改めて設置して、お伊勢さんが望める公園の整備

観光船乗場及び周辺環境の整備 （　　乗船場周辺の緑化）
・島の玄関口である観光船乗場に観光ボランティアの窓口や島の水産物を楽しめる場所を設けたり、
周辺に案内板を設置する等、おもてなしの空間としての整備

無人島の観光利用
・篠島周辺の無人島に船着き場などを整備し、島でサバイバル体験をしたり、ロケを誘致したりするな
ど、観光資源として活用

地域固有の歴史・文化資源の保全・活用
・地域の伝統行事を大切に保全
・神明社や八王子社、牛取展望台を結び、お伊勢さんをテーマにしたハイキングコースの設定

神明社の拠点整備
・神明社のかつての呼称「伊勢土之宮」を生かして、伊勢神宮とのつながりのＰＲ
・神明社に島民が常駐し、おみくじを販売したり、島を案内したりできる拠点の整備

観光交流ゾーンの整備　・宿泊施設が集積する一帯を「観光交流ゾーン」として整備
観光商業地の整備　　　・民宿、旅館などが立地する一帯を「観光商業地」として魅力向上
観光振興ゾーンの整備 （　　レクリエーション地区の整備）
・篠島パークゴルフ場跡地を活用した下記のような施設整備などを検討し、観光振興ゾーンの整備
　　子どもが地域のお年寄りなどから農業を学び、自然体験、農体験できるような市民農園・産直施設
　　雨天時も楽しめるプールや飲食施設、島の歴史や、習わし、生業など、篠島のことがすべてわかる
　歴史資料館、吉田拓郎記念館など、観光の拠点となるような施設
　　保養施設

森林の保全　・篠島南部の森林保全
魚介類の島としての観光ＰＲ （　　自然資源を生かした観光業の振興）
・“魚介類と言えば篠島”と言われるようにブランド化を図り、観光の目玉としてＰＲ
・朝市・産直市の本格実施

島民の観光ガイドの育成
・観光客が島民の誰に話しかけても、篠島の日々の暮らしや仕事などを、各島民の言葉で伝えてもら
えるよう、島民を観光ガイドとして育成

新たな観光船ルートの開発　
・ゆかりの深い伊勢と篠島とを結ぶ新たな観光ルートの検討

良好な景観を保つための環境整備
・島内の違法駐車による景観の悪化を解消するため、有料駐車場の整備

い  せ つち の みや



将来像
自然も歴史も愛する島
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凡　　例

目標１ 自然と歴史を生かした観光の島
目標２ 水産業が活気のある島

目標３ 若い人が暮らしやすい島
目標４ いつまでも安心して暮らせる島

市街化区域

津波一次避難場所

無人島の観光利用

牛取展望台の撤去と跡地の再整備

散策路の整備（　 散策路の整備）

子育て支援のための施設整備

介護支援のための施設整備
避難所の整備
介護支援のための施設整備
避難所の整備

波返しの延長波返しの延長

観光交流ゾーンの整備
観光商業地の整備
魚介類の島としての観光ＰＲ
（　 自然資源を生かした観光業の振興）
島民の観光ガイドの育成
新たな観光船ルートの開発
良好な景観を保つための環境整備
篠島の海産物・加工食品のブランド化
（　 自然資源を生かした水産業の振興）
若者の雇用の場の創出
観光船の充実
週末居住や二地域居住の促進
建物の不燃化の促進
主要町道の維持・改修

　 観光船乗場及び周辺環境の整備
（　 乗船場周辺の緑化）

水産加工業や漁具庫等の
　漁業関連施設や倉庫等を集積
水産業振興ゾーン
篠島漁港の老朽化対策

地域固有の歴史・文化資源の保全・活用
神明社の拠点整備

森林の保全

市民農園・産直施設の整備

無人島の観光利用

無人島の観光利用

津波一次避難場所
及び避難路の整備
津波一次避難場所
及び避難路の整備

　 観光振興ゾーンの整備
（　 レクリエーション地区の整備） 
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目標1 自然と歴史を生かした観光の島

目標3 若い人が暮らしやすい島3 若い人が暮らしやすい島

目標4 いつまでも安心して暮らせる島
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目標2 水 産 業 が 活 気 の あ る 島
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